
・いよいよ新庁舎　業務はじまる
・ふるさと教育交流会＆ＰＴＣＡフォーラム  
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・けいじばん　　　　    　　　     
・キラリ香美町　　　　　　      　

今月号の主な内容

12 香美町広報
平成18年 12 月号
（第 21 号）

美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち
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【写真】わーい、カニだ！
　　　（村岡区兎塚小学校4年生）

　11 月６日に解禁された松葉ガニ漁。20
日から 22 日にかけて、香住水産業振興協
会から、町内の全小・中学校の給食にセ
コガニが提供され、みんなが旬の味覚に

か
・ ・ ・

ぶりついていました。
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―
　

最
重
点
課
題
事
業　

新
庁
舎
建
設
完
成　

―

１
月
４
日
、
い
よ
い
よ
新
庁
舎
で
業
務
は
じ
ま
る

　

最
重
点
課
題
事
業
の
一
つ
で
、
昨
年
10
月
か
ら
建
設

を
進
め
て
き
ま
し
た
新
庁
舎
が
11
月
30
日
に
完
成
し
、

い
よ
い
よ
来
年
1
月
4
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
に
よ
り
、
さ
ら
に
本
格
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　

玄関

通用口

道
路

（
香
住
中
学
校
線

）

本庁舎 歩行者出入口

来庁者駐車場

道
路

（
香
住
バ
イ
パ
ス

）

車両入口

車両出口
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

●
新
庁
舎
の
場
所
（
付
近
見
取
図
参
照
）

　

香
美
町
香
住
区
香
住
８
７
０
番
地
の
１

　
　
　
　

郵
便
番
号　

６
６
９
‐
６
５
９
２

　
　
　
　

電　

  

話　

０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１
㈹

　
　
　
　

フ
ァ
ッ
ク
ス　

 

０
７
９
６
・
36
・
３
８
０
９

　

※
住
所
表
示
が
変
わ
り
ま
す
が
、
郵
便
番
号
、
電
話

　
　

番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　

●
新
庁
舎
の
概
要

　

※
総
延
べ
床
面
積
に
は
、
自
転
車
置
き
場
や
機
械
棟
な
ど
も

　
　

含
み
ま
す
。

◆付近見取図◆配置図

敷
地
面
積

５
、７
０
８
・
97
㎡

総
延
べ
床
面
積

４
、６
５
２
・
98
㎡

庁
舎
棟

構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

階
数

4
階
建

延
べ
床
面
積

３
、９
８
６
・
90
㎡

附
属
棟

構
造

鉄
骨
造

階
数

2
階
建

延
べ
床
面
積

５
４
３
・
60
㎡

来
庁
者
用
駐
車
場

51
台

貯
水
能
力

地
上
調
整
池
と
地
下
貯
留

槽
の
合
計
１
、２
０
０
㎥



 現庁舎 45 年の歴史に幕！
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トイレ
第4会議室

大会議室

第5会議室

庁議室

〔３Ｆ〕

便所

EV

観光課
    ・商工水産課

健康課 福祉課
会計課

相談室

玄関

税務課 町民課

宿日直室
第1会議室

香美ホール

〔１Ｆ〕 通用口

便所

EV

トイレ委員会室

議場

議員控室

正・副
　議長室

議  会
事務局

〔４Ｆ〕

ロビー

便所

EV

町長室
総務課

建設課
記者室トイレ

第2会議室

助役室応接室
企画課

第3会議室

〔２Ｆ〕

便所

EV

●
新
庁
舎
一
般
公
開
の
ご
案
内

　

新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
前
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
次
の
と
お
り
新
庁
舎
内
を
公
開
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
時
間
に
新
庁
舎

の
香
美
ホ
ー
ル
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

と
き　

12
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

第
1
回
目　

10
時
30
分
〜

　
　
　
　

第
2
回
目　

13
時
00
分
〜

　
　
　
　

第
3
回
目　

14
時
30
分
〜

●
庁
舎
移
転
に
伴
う
年
末
年
始
の
業
務

　

本
庁
舎
移
転
に
伴
う
年
末
年
始
の
業
務
場
所
は
、
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
地
域
局
の
年
末
年
始
の
業
務
は
、
従
来
ど

お
り
で
す
。

　

◎
窓
口
業
務

　

　

　

◎
戸
籍
関
係
届
出
受
付
業
務　

　
　

※
新
庁
舎
の
玄
関
と
通
用
口
は
、
前
頁
の
配
置
図

　
　
　

の
と
お
り
で
す
。
夜
間
、
早
朝
、
土
日
、
祝
日

　
　
　

な
ど
通
常
の
業
務
時
間
（
午
前
8
時
30
分
〜
午

　
　
　

後
5
時
15
分
）
以
外
の
戸
籍
関
係
届
出
な
ど
の

　
　
　

ご
用
の
際
は
、
通
用
口
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
部
総
務
課
℡
０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

12
月
28
日
（
木
）
ま
で

現
在
の
庁
舎
で
業

務
を
行
い
ま
す
。

12
月
29
日
（
金
）
か
ら

1
月
3
日
（
水
）
ま
で

閉
庁

1
月
4
日
（
木
）
か
ら

新
庁
舎
で
業
務
を

開
始
し
ま
す
。

12
月
31
日
（
日
）

午
後
5
時
ま
で

現
在
の
庁
舎
で
受
け
付
け

ま
す
。

12
月
31
日
（
日
）

午
後
5
時
か
ら

新
庁
舎
で
受
け
付
け
ま
す
。

新庁舎内の配置図新庁舎内の配置図

　香住区内を対象とし、行政放送や火災などの緊急放送を行っ
ている防災行政無線設備の新庁舎への移設工事に伴い、次のと
おり運用を休止します。皆さんのご協力をお願いします。
【運用休止期間】
　12 月 21 日（木）～ 12 月 25 日（月）

【運用休止における注意事項】
・各区長（自治会長）さん宅、学校、公民館などからの放送
　もできません。
・屋外拡声機のサイレンは鳴りません。
・休止期間中の区（自治会）内の情報伝達については、各区（自
　治会）で、チラシ配布、回覧板、電話連絡、旧放送設備な
　どによる対応をお願いしています。
・小学校、漁協などのサイレンは鳴りますが、火災を知らせ
　る放送は流れません。
・休止期間中に火災が発生した場合、役場から関係消防団へ
　連絡するとともに、火災発生区の区長（自治会長）さん宅へ
　電話連絡をします。その他の区（自治会）へは連絡しません
　が、サイレン吹鳴地区へは消防団による広報を行います。
・休止期間中に地震が発生した場合、香住区内の全消防団に
　よる広報を行います。

【行政放送の対応】
・12 月 21 日（木）から 25 日（月）までの放送を休止し、　
　26 日（火）朝の放送から再開します。
・休止期間中に行われる行事などのお知らせは、休止前にま
　とめて放送しますので、放送時間が増えることが考えられ
　ますがご了承ください。

●問い合わせ先
　役場総務部総務課・企画課、健康福祉部町民課

　℡０７９６・３６・１１１１

 ご注意！ 庁舎移転に伴う香住区内の
防災行政無線運用休止のお知らせ

※移設工事はできるだけ迅速に行い、運用再開が早くなる
　よう努めます。
※運用再開については、防災行政無線によりお知らせします。

建築年月日 昭和 37 年 7 月 8 日
敷地面積 約２, ０６５㎡
延べ床面積 約２, ２８７㎡

構　　　造 鉄筋コンクリート造（一部木造）

階　　　数 3階建
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第
一
部　

実
践
発
表　

①
小
代
ふ
る
さ
と
教
育
応
援
団

　

「
学
校･

家
庭･

地
域
一
体
の
取
組
み
に
つ
い
て
」

小
代
小
学
校　

教
頭　

中
村
逸
男  　
　

　

今
年
度
は
、「
小
代
牛
」
を
共
通
テ
ー
マ

と
し
、
小
代
の
魅
力
・
素
晴
ら
し
さ
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
る
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
学
校
と
地
域
が
密
接
に
連
携
し
、

ふ
る
さ
と
教
育
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
誇
り
、

夢
、
希
望
を
持
た
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
ふ
る
さ
と
香
美
町
い
き
い
き
教
室

　

「
山
と
海
の
『
ふ
る
さ
と
交
流
学
習
』
を
通
し
て
」

余
部
小
学
校　

校
長　

上
田
富
久
雄　

　

今
年
度
は
、
小
代
小
学
校
と
交
流
学
習

を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
お
互

い
の
ふ
る
さ
と
の
自
慢
話
を
聞
き
、
現
地

に
出
向
き
ふ
る
さ
と
教
育
応
援
団
の
方
か

ら
体
験
談
を
聞
く
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
の
良
さ
を
体

感
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
自
分
の
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
学

び
、
気
づ
き
、
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
を

　

11
月
19
日
、
村
岡
区
村
岡
体
育
館
で
、
本
年
度
、

新
た
に
組
織
し
た
ふ
る
さ
と
教
育
応
援
団
・
ふ
る
さ
と

も
の
し
り
博
士
や
ふ
る
さ
と
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
な
ど
の
実
践
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
成
果
と
課
題
を

明
ら
か
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
付
け
を
行
う
こ
と
を

目
的
に『
ふ
る
さ
と
教
育
交
流
会
＆
P
T
C
A
フ
ォ
ー

―
　

ふ
る
さ
と
教
育
交
流
会
＆

P
T
C
A
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催　

―
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
持
つ
青
少
年
を
育
成
す
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
、
私
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
・
・
・　
　

誇
り
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

③
ふ
る
さ
と
語
り
部
講
座

「
各
中
央
公
民
館
の
連
携
講
座
と
し
て
」

村
岡
区
中
央
公
民
館　

館
長　

山
本
裕
彦

　

ふ
る
さ
と
語
り
部
講
座
に
3
区
の
人

が
同
時
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
人
々
が

交
流
し
、
各
区
の
歴
史
や
自
然
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
、
若
者
の
参
加
を
促

し
、
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
、

世
代
間
で
語
り
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

④
地
域
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
文
化
い
き
い
き
教
室

「
香
住
地
区
公
民
館
の
体
験
活
動
」

香
住
地
区
公
民
館　

主
事　

田
中
一
行 　

　

香
住
地
区
公
民
館
で
は
、
婦
人
会
、

老
人
会
な
ど
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
の
お

世
話
に
な
り
な
が
ら
、
冬
季
・
夏
季
体

験
教
室
な
ど
多
彩
な
取
組
み
を
行
い
、

地
区
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
地
域
の
大
人
が
地
域
の
子

ど
も
を
育
て
る
実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

ラ
ム
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
あ
る

活
動
の
よ
い
と
こ
ろ
を
学
び
、
明
日
か
ら
の
地
域
の

活
動
に
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
一
層
ふ
る
さ
と
教
育
の

輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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の
一
生
懸
命
な
姿
を
も
っ
と
多
く
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

見
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

⑤
ふ
る
さ
と
も
の
し
り
博
士

「 

老
人
ク
ラ
ブ
と
子
ど
も
会
の
交
流
学
習
」

ふ
る
さ
と
も
の
し
り
博
士　

西
村　

寿

　

村
岡
区
日
影
地
区
の
万
寿
会
（
老
人
ク

ラ
ブ
）
と
子
ど
も
会
が
ふ
る
さ
と
探
検
を

通
し
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
、
由
来
、
町
並
み
、

偉
人
な
ど
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し
ま
し

た
。
今
後
も
交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
、
活
動
記
録
を
残

す
こ
と
を
課
題
に
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

第
二
部 

意
見
交
換　○

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

香
美
町
教
育
委
員
会

　
　

 

参
事 

森
脇
俊
晴

○
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

兵
庫
県
立
大
学

　
　

環
境
人
間
学
部

 　

助
教
授 

尾
崎
公
子

　

兵
庫
県
教
育
委
員
会　

 

　
　
　

但
馬
教
育
事
務
所

　

 

主
幹
兼
教
育
推
進
課
長　

　
　
　
　

  

沖
野
龍
之

○
パ
ネ
ラ
ー

　

第
一
部
発
表
者

　

小
代
小
学
校 
     

教
頭　

中
村
逸
男

   

余
部
小
学
校　

     

校
長　

上
田
富
久
雄

　

 

村
岡
区
中
央
公
民
館

　

  

館
長　

山
本
裕
彦

    

香
住
地
区
公
民
館

     

主
事　

田
中
一
行

　

ふ
る
さ
と
も
の
し
り
博
士

            　

西
村　

寿

   

地
域
教
育
推
進
委
員

　
　
　
　

  

西
内
一
博

森
脇
参
事　

ふ
る
さ
と
教
育
を
進
め

る
上
で
地
域
の
中
で
大
人
が
す
べ
き

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

田
中
氏　

保
護
者
も
地
域
の
人
で

す
。
ま
ず
我
が
子
の
こ
と
に
関
わ
る

保
護
者
、
子
ど
も
の
活
動
を
目
に

し
っ
か
り
焼
き
付
け
る
保
護
者
で

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

森
脇
参
事　

〝
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら

し
さ
〞
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

山
本
氏　

町
外
、
海
外
の
ま
ち
と
比

べ
、
香
美
町
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
素

晴
ら
し
い
の
か
、
わ
れ
わ
れ
大
人
で

も
す
ぐ
に
言
え
な
い
の
が
現
実
で
す
。

森
脇
参
事　

教
師
は
、
勤
め
て
い
る

学
校
の
地
域
の
こ
と
を
本
当
に
素
晴

ら
し
い
と
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

上
田
氏　

子
ど
も
た
ち
に
ふ
る
さ
と

の
こ
と
を
教
え
る
に
は
、
ま
ず
教
師

が
地
域
の
こ
と
を
学
び
、
知
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

中
村
氏　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え

る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
子
ど
も
た

ち
自
ら
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

森
脇
参
事　

自
分
の
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
子
ど
も
に
育
て
る
た
め
に
は
、

教
師
、
親
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
し
て
行
政

に
ど
の
よ
う
な
意
識
改
革
が
必
要
で

し
ょ
う
か
。

西
内
氏　

毎
年
、
香
住
区
で
開
催
さ
れ

る
〝
子
ど
も
の
絵
百
人
展
〞
に
ど
れ
だ

け
の
教
師
や
保
護
者
が
来
場
し
て
い

る
か
が
気
が
か
り
で
す
。

　

机
上
の
議
論
で
は
な
く
、
実
際
に
子

ど
も
た
ち
が
行
っ
て
い
る
こ
と
を
し
っ

か
り
見
て
や
る
こ
と
が
必
要
で
す
。　

森
脇
参
事　

わ
れ
わ
れ
大
人
も
、
実
際

に
見
た
り
体
験
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
が
、
今
回
の
よ
う
に
意
見
交
換
で
学

ぶ
こ
と
も
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
考

え
ま
す
。
次
に
、
地
域
の
行
事
に
子
ど

も
た
ち
は
参
加
し
て
い
ま
す
か
。

山
本
氏　

子
ど
も
た
ち
は
、
地
元
の

行
事
に
は
よ
く
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

少
し
広
域
的
な
行
事
に
は
、
な
か
な
か

参
加
し
て
い
ま
せ
ん
。

西
村
氏　

特
に
中
学
生
、
高
校
生
の
参

加
が
少
な
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
参

加
を
促
す
に
は
、
第
一
に
子
ど
も
た
ち

の
関
心
を
高
め
て
い
く
こ
と
、
第
二
に

大
人
が
何
ら
か
の
行
動
を
起
こ
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

森
脇
参
事　

そ
れ
で
は
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
皆
さ
ん
に
、
今
後
ふ
る
さ
と
教

育
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
け
ば
よ

い
か
を
お
聞
き
し
ま
し
ょ
う
。

　

沖
野
氏　

「
ふ
る
さ
と
を
学
ぶ
」
こ

と
と
「
ふ
る
さ
と
か
ら
学
ぶ
」
こ
と

は
異
な
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
教
育
を

通
じ
て
地
域
と
の
ふ
れ
合
い
が
で
き

る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。

今
後
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
の
は
、
子

ど
も
た
ち
が
生
き
て
い
る
と
い
う

証
、
香
美
町
の
町
民
で
あ
る
と
い
う

自
覚
を
ど
の
よ
う
に
持
た
せ
て
や
る

か
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

〝
一
人
ひ
と
り
の
大
人
が
、
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
を
見
て
い
る
〞
こ
と

が
地
域
の
教
育
と
な
り
ま
す
。

尾
崎
氏　

近
年
、
記
憶
力
で
は
な
く

身
に
着
け
た
知
識
を
い
か
に
活
用
で

き
る
か
と
い
う
能
力
が
問
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の

こ
ろ
に
自
然
の
中
で
遊
ん
だ
経
験
や

世
代
の
違
う
い
ろ
ん
な
人
と
話
し
た

と
い
う
経
験
が
こ
の
能
力
を
高
め
、

子
ど
も
た
ち
の
〝
生
き
る
根
っ
こ
〞

と
な
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
教
育
を
通

じ
て
、子
ど
も
た
ち
の
〝
生
き
る
根
っ

こ
〞
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

森
脇
参
事　

ふ
る
さ
と
教
育
を
進
め

る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
や
地
域
に

と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
一
人
で
も
多
く
の

方
に
伝
え
て
も
ら
い
、
ふ
る
さ
と
教

育
が
推
進
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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個
人
住
民
税 

税
制
改
正
の
お
知
ら
せ

　

平
成
18
年
度
か
ら
実
施
の
税
制
改
正
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
世
代
間
で
の
税
負
担
の
格
差
を
縮
め
、
ど
の

世
代
で
も
広
く
公
平
に
、
担
税
力
に
応
じ
て
負
担
を

分
か
ち
合
う
税
制
が
求
め
ら
れ
た
た
め
、
老
年
者
控

除
の
廃
止
な
ど
、
主
に
65
歳
以
上
の
方
に
係
る
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
実
施
の
税
制
改
正
で
は
、「
地

方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、

国
か
ら
地
方
に
税
源
が
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
所

得
税
か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

平
成
18
年
度
か
ら
実
施
の

             

主
な
改
正
内
容
に
つ
い
て

１
、
老
年
者
控
除
の
廃
止

　

本
人
が
65
歳
以
上
で
、
か
つ
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

１
千
万
円
以
下
の
場
合
に
適
用
さ
れ
て
い
た
住
民
税
で
48
万

円
、
所
得
税
で
50
万
円
の
所
得
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

２
、
65
歳
以
上
の
方
の
非
課
税
措
置
の
廃
止

　

年
齢
65
歳
以
上
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万

円
以
下
の
方
に
対
す
る
非
課
税
措
置
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
に
お
い
て
65
歳
に
達

し
て
い
た
方
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下

の
方
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
18
年
度
分
に

つ
い
て
は
均
等
割
お
よ
び
所
得
割
の
税
額
の
3
分
の
2
、
平

成
19
年
度
分
に
つ
い
て
は
均
等
割
お
よ
び
所
得
割
の
税
額
の

3
分
の
1
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

３
、
公
的
年
金
等
控
除
額
の
見
直
し

　

年
齢
65
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
等
控
除
額
が
見
直
さ
れ
、

控
除
額
の
最
低
保
障
額
が
１
４
０
万
円
か
ら
１
２
０
万
円
へ

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

４
、
定
率
減
税
額
の
引
き
下
げ
と
廃
止

　

※
年
度
は
住
民
税
の
課
税
年
、
年
分
は
所
得
税
の
課
税
年   

     
で
す
。

５
、
県
民
緑
税
の
創
設

　

兵
庫
県
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
「
緑
」
の
保
全
・
再
生

を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、「
県
民
緑
税
」
を
創

設
し
ま
し
た
。
県
民
税
均
等
割
の
額
に
８
０
０
円
を
加
算
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。

 

平
成
19
年
度
以
降
実
施
の

　
　
　
　

 

主
な
改
正
内
容
に
つ
い
て

１
、
税
源
移
譲
に
伴
う
税
率
構
造
の
改
正
（
平
成
19

　

年
度
以
降
）

　

①
個
人
町
民
税
・
県
民
税
の
所
得
割
に
つ
い
て

　
　

こ
れ
ま
で
所
得
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
税
率
が
一

　

律
10
％
と
な
り
ま
す
。（
※
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
住
民
税
が

　

増
え
て
も
所
得
税
が
減
る
た
め
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

　

・
住
民
税
（
総
合
課
税
分
）

　

《
参
考
》
所
得
税

平
成
17
年
度
ま
で

平
成
17
年
分
ま
で

平
成
18
年
度

平
成
18
年
分

平
成
19
年
度

平
成
19
年
分

住
民
税
控
除
率

15
％

7.5
％

廃
止

上
限
額

4
万
円

2
万
円

所
得
税
控
除
率

20
％

10
％

上
限
額

25
万
円

12
万
5
千
円

課
税
所
得
金
額

町
民
税
率

県
民
税
率

現　

行

２
０
０
万
円
以
下

3
％

２
％

７
０
０
万
円
以
下

8
％

2
％

７
０
０
万
円
超　

10
％

3
％

改
正
後

一
律

6
％

4
％

平
成
19
年
度
以
降
実
施
の

主
な
改
正
内
容
に
つ
い
て

課
税
所
得
金
額

税
率

現
行

　

３
３
０
万
円
以
下

10
％

　

９
０
０
万
円
以
下

20
％

１
８
０
０
万
円
以
下

30
％

１
８
０
０
万
円
超　

37
％

改
正
後

　

１
９
５
万
円
以
下

5
％

　

３
３
０
万
円
以
下

10
％

　

６
９
５
万
円
以
下

20
％

　

９
０
０
万
円
以
下

23
％

１
８
０
０
万
円
以
下

33
％

１
８
０
０
万
円
超　

40
％

●
問
い
合
わ
せ
先　

   

役
場
総
務
部
税
務
課    

℡

０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１
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② 
人
的
控
除
の
差
に
よ
る
調
整
措
置
に
つ
い
て

　
　

配
偶
者
・
扶
養
・
基
礎
な
ど
の
所
得
控
除
額
が
、
住
民

　

税
よ
り
所
得
税
の
方
が
多
い
た
め
、
税
率
構
造
の
改
正
に

　

よ
っ
て
住
民
税
・
所
得
税
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
調
整

　

さ
れ
ま
す
。

２
．
損
害
保
険
料
控
除
の
改
組
に
よ
る
地
震
保
険
料

控
除
の
創
設
（
平
成
20
年
度
以
降
）

　

地
震
に
起
因
す
る
火
災
な
ど
に
よ
る
居
住
用
家
屋
や
生
活

用
動
産
に
対
す
る
損
害
を
補
償
す
る
目
的
と
し
た
保
険
契
約

の
保
険
料
な
ど
を
支
払
っ
た
場
合
、
次
の
金
額
が
地
震
保
険

料
控
除
と
し
て
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

※
平
成
18
年
末
ま
で
に
締
結
し
た
長
期
損
害
保
険
契
約
に

　
　

係
る
保
険
料
な
ど
（
地
震
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け

　
　

る
も
の
を
除
く
）
に
は
、
従
前
の
損
害
保
険
料
控
除
（
住

　
　

民
税
1
万
円
、
所
得
税
１
万
５
千
円
を
上
限
）
の
適
用

　
　

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

そ
の
際
の
控
除
額
上
限
は
、
地
震
保
険
料
控
除
と
従

　
　

前
の
損
害
保
険
料
控
除
を
合
わ
せ
て
住
民
税
２
万
５
千

　
　

円
、
所
得
税
5
万
円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
損

　
　

害
保
険
料
控
除
の
短
期
分
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

住
民
税

保
険
料
な
ど
の
金
額
の
2
分
の
1
（
最
高
2.5
万
円
）

所
得
税

保
険
料
な
ど
の
金
額
（
最
高
5
万
円
）

《
参
考
》
住
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
方

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

　

②
障
害
者
・
未
成
年
者
・
寡
婦
・
寡
夫
に
該
当
す
る
方
で

　
　

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方

　

③
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
、
28
万
円
に
本
人
と
控
除
対

　
　

象
配
偶
者
、
扶
養
親
族
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額

　
　

（
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
を
有
す
る
場
合

　
　

に
は
16
万
8
千
円
を
加
え
た
金
額
）
以
下
の
方

※夫婦＋子ども 2人の場合、子どものうち一人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
★上記は税源移譲による負担変動を示すものです。このほか平成 19 年分所得税、平成 19 年度分住民税から定率減税が廃止さ
　れるなどの影響があることにご留意ください。

税負担は増えるの？減るの？
　住民税所得割の 10％比例税率化に伴い、国が集める国税（所得税）の税率構造も見直されます。住民税に
ついては最低税率が 5％から 10％に引き上げ、最高税率が 13％から 10％に引き下げとなっていますが、所
得税は、逆に最低税率が 10％から 5％に引き下げ、最高税率が 37％から 40％に引き上げとなります。また、
人的控除の差に対応した減額措置なども講じられます。これらの措置により、税源移譲の前後で「住民税＋
所得税」の納税者の負担は変わりません。
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香
美
町
議
会
議
員
小
代
区
選
挙
区
補
欠
選
挙

　

投
票
日
は
12
月
17
日
（
日
） 

　
　

 ―
  

期
日
前
投
票
は
12
月
13
日
（
水
）
〜
12
月
16
日
（
土
） ―

　

12
月
17
日
（
日
）
は
、
香

美
町
議
会
議
員
小
代
区
選
挙

区
補
欠
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　

私
達
の
代
表
を
決
め
る
大

切
な
選
挙
で
す
。
皆
さ
ん
そ

ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー

で
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、

12
月
13
日
（
水
）
〜
12
月
16

日
（
土
）
に
期
日
前
投
票
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
の
は
、
町
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
小
代
区
に
住
所
を
有
す
る

人
の
み
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

香
美
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　

（
役
場
総
務
部
総
務
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　

℡

０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

 

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

  

平
成
18
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日
現
在
で
行

い
ま
す
。

　

12
月
下
旬
か
ら
1
月
に
か
け
て
調
査
員
が
製
造
事
業

所
を
お
伺
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
の
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘

密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

経
済
産
業
省
・
兵
庫
県
・
香
美
町

　
1
月
31
日
ま
で
に
！

固
定
資
産
の
異
動
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
の
土
地
、
家

屋
、
償
却
資
産
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
状
況
に
つ
い
て
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
申

告
や
届
け
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
住
宅
用
地
の
異
動

　

住
宅
用
地
は
、
税
負
担
軽
減
の
た
め
の
色
々
な
特
例
措
置

が
あ
り
ま
す
。
平
成
18
年
中
に
住
宅
用
地
と
し
て
使
用
し
て

い
る
土
地
の
面
積
や
用
途
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
住

宅
用
地
か
ら
住
宅
用
地
以
外
の
土
地
に
変
更
し
た
場
合
、
住

宅
用
地
以
外
の
土
地
か
ら
住
宅
用
地
に
変
更
し
た
場
合
に

は
、
1
月
31
日
ま
で
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
屋
の
異
動

　

家
屋
が
取
り
壊
さ
れ
て
い
て
も
滅
失
の
登
記
が
さ
れ
て

い
な
い
場
合
や
、
未
登
記
家
屋
で
所
有
者
の
変
更
の
届
け
出

が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
固
定
資
産
税
が
そ
の
ま
ま
課
税
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
1
月
31
日
ま
で
に
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
償
却
資
産
の
申
告

　

会
社
、
工
場
、
商
店
な
ど
事
業
用
に
使
用
す
る
機
械
、
器

具
備
品
な
ど
（
所
有
申
告
の
際
に
減
価
償
却
費
と
し
て
経
費

ま
た
は
損
金
に
算
入
さ
れ
る
も
の
。
た
だ
し
、
自
動
車
税
や

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
も
の
、
一
括
償
却
資
産
は

除
く
）
は
「
償
却
資
産
」
と
し
て
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
1
月
31
日
ま
で
に
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

   

役
場
総
務
部
税
務
課

 

℡

０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

　

住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

　

平
成
18
年
1
月
1
日
以
降
に
既
存
住
宅
を
耐
震
改
修

し
た
場
合
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
は
固
定
資
産
税

額
が
一
定
期
間
減
免
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
住
宅

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
も
の

①
昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
に
建
て
た
住
宅

②
平
成
18
年
1
月
1
日
〜
平
成
27
年
12
月
31
日
の
間
に
、
建

　

築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
改
修

　

工
事
を
施
し
た
も
の

③
1
戸
当
た
り
の
工
事
費
が
30
万
円
以
上
の
も
の

●
減
額
税
額

　

耐
震
改
修
を
し
た
住
宅
の
固
定
資
産
税
額
が
2
分
の
1
に

減
額
さ
れ
ま
す
。

　

※
1
戸
に
つ
き
１
２
０
㎡
相
当
分
ま
で
が
対
象
と
な
り
ま  
   

す
。（
併
用
住
宅
は
居
宅
部
分
の
み
）

●
減
額
期
間

●
減
額
手
続

　

減
額
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
耐
震
改
修
減
額
申
告
書

に
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工
事
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
指
定
確
認
検
査
機
関
（
地
方
公
共
団
体
・
建
築
士
・
指

定
住
宅
性
能
評
価
機
関
・
指
定
確
認
検
査
機
関
）
な
ど
が
発

行
す
る
証
明
書
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
代
金
領
収
書
を
添
え

て
改
修
後
、
原
則
3
ヶ
月
以
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

   

役
場
総
務
部
税
務
課 

℡

０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

耐
震
改
修
工
事
完
了
時
期

固
定
資
産
税
の
減
額
期
間

平
成
18
年
1
月
1
日

〜
平
成
21
年
12
月
31
日
工
事
完
了
の
翌
年
度
分
か

ら
3
年
度
分

平
成
22
年
1
月
1
日

〜
平
成
24
年
12
月
31
日
工
事
完
了
の
翌
年
度
分
か

ら
2
年
度
分

平
成
25
年
1
月
1
日

〜
平
成
27
年
12
月
31
日
工
事
完
了
の
翌
年
度
分
か

ら
1
年
度
分

行政トピックス
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松
葉
ガ
ニ
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
て
1
ヶ

月
、
柴
山
・
香
住
の
漁
港
に
は
、
連
日
、

活
き
の
よ
い
カ
ニ
が
並
び
、
威
勢
の
よ

い
せ
り
の
声
が
響
い
て
い
ま
す
。

　

町
内
160
軒
余
の
旅
館
・
民
宿
に
も
、

多
く
の
カ
ニ
す
き
客
が
泊
ま
り
、
ま
ち

全
体
に
活
気
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
12
月
は
時し

け化
続
き

で
水
揚
げ
が
少
な
く
、
１
〜
2
月
に
は

大
雪
で
播
但
道
の
通
行
止
め
が
多
発
す

る
な
ど
、
カ
ニ
の
ま
ち
「
香
住
」
に
と
っ

て
大
き
な
影
響
を
受
け
た
年
で
し
た
。

　

今
年
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
漁
獲
も
順

調
の
よ
う
で
す
。
11
月
6
日
の
「
初
せ

り
ま
つ
り
」（
柴
山
港
）
に
続
い
て
、
12

月
3
日
の
「
カ
ニ
場
ま
つ
り
」（
香
住
港
）

も
、
大
変
盛
況
で
し
た
。

　

雪
に
強
い
北
近
畿
自
動
車
道
も
こ
の

夏
に
和
田
山
ま
で
開
通
し
ま
し
た
の
で
、

何
と
か
、
こ
の
調
子
で
3
月
ま
で
の
シ
ー

ズ
ン
中
、
多
く
の
観
光
客
で
賑に
ぎ

わ
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

ま
も
な
く
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
も
入

り
ま
す
が
、
観
光
を
中
心
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
香
美
町
に
と
っ

て
、
海
辺
に
、
山
に
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
観
光
協
会

な
ど
と
連
携
し
て
、
一
層
の
Ｐ
Ｒ 

に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は　

町
長
で
す

 

カ
ニ
シ
ー
ズ
ン 

順
調
に
ス
タ
ー
ト

香
美
町
長

　25 歳で酒造りの世界に飛び
込み、神戸・灘、京都などを経て、
30 歳の時に三重県津市の酒蔵
に入り、32 歳から杜氏を務め
て続けている上田さんは、「酒
蔵では、米、水、その酒蔵につ
く酵母を学ぶことから始まり、
研究に研究を重ねていい酒がで
きる。蔵入りするときは、今も

気が引き締まる思いがします」と語られました。
　これまでに全国新酒鑑評会で金賞を 10 回、銀賞
を 7回受賞され、一昨年には卓越した技能を持つ「現
代の名工」にも選ばれた上田さん。最近はグラウンド・
ゴルフを楽しんでいるそうですが、「こっちは、まだ
まだです」と新たな研究テーマに苦笑されました。

 酒造りの道、半世紀以上

黄綬褒章　村岡区日影　上田敦さん（77才）
　昭和 42年に 36歳の若さで初
当選して以来、10 期約 38 年間
旧村岡町議会議員を務め、その
うち 12 年間は議長に就任され
ました。早くから過疎化対策や
若者定住などに注目し、門真市
との姉妹都市提携をはじめ、企
業誘致などに尽力されました。
　今回の受章について谷渕さん

は、「私の人生は、ふるさとの再生・過疎との闘いに
明け暮れました。これまでご支援いただいた皆さま
に深く感謝を申し上げます」とご功績を振り返られ
ました。「まちづくりは、人が活力。若い人はどんど
ん新しいものを学びに出かけてください」と、まち
の活性化への思いを今も熱く語られました。

 町議会議員として 38 年

旭日双光章　村岡区長瀬　谷渕栄一さん（77才）

●
第
50
回
全
国
環
境
大
会

　
　
　
　
　
　

環
境
大
臣
表
彰

　

（
生
活
環
境
改
善
模
範
地
区
）

　

香
美
町
福
岡
区  

（
村
岡
区
福
岡
）

●
兵
庫
県
功
労
者
表
彰

　

（
38
年
間
登
山
者
の
遭
難
救
助
に
尽
力
）

　

香
美
町
村
岡
山
岳
遭
難
救
助
隊

　

隊
長　

小
林
正
さ
ん
（
村
岡
区
村
岡
）

●
兵
庫
県
自
治
賞

　

（
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く

　

り
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
方
）

　

林
田
磯
子
さ
ん
（
香
住
区
小
原
）

●
兵
庫
県
く
す
の
き
賞

　

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ 

　

て
心
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
功

　

績
が
あ
っ
た
団
体
）

　

香
住
町
漁
協
女
性
部
（
香
住
区
若
松
）

●
兵
庫
県
水
産
賞

　

（
農
林
水
産
業
の
振
興
に
貢
献
・
ハ
タ
ハ
タ

　

の
一
夜
干
し
ま
ぶ
り
塩
製
法
）

　

蔵
野　

勇
さ
ん
（
香
住
区
七
日
市
）

●
優
良
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　

功
労
者
県
知
事
表
彰

　

中
村
廣
義
さ
ん
（
村
岡
区
宿
）

　

中
村
和
子
さ
ん
（
村
岡
区
和
田
）

　

石
井
眞
弓
さ
ん
（
村
岡
区
高
津
）

　

岸　

輝
彦
さ
ん
（
村
岡
区
柤
岡
）

　

徳
山
万
佐
子
さ
ん
（
村
岡
区
村
岡
）

　
　
　
　
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

  

町
内
か
ら
多
く
の

 

表
彰
受
賞
者
が
あ
り
ま
し
た

　

こ
の
度
、
村
岡
高
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
が
配
備

さ
れ
ま
し
た
。
2
階
の
職
員
室
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
近
隣

で
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
積

極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
平
日
の
夜
間
、
土
、
日
、

祝
祭
日
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日

〜
1
月
3
日
）
は
、
閉
校
し
て
い

ま
す
。

　

心
臓
突
然
死
の
多
く
は
心
室
細

動
に
よ
る
も
の
で
す
。
突
然
心
臓

が
停
止
し
た
傷
病
者
に
、
直
ち
に

心
肺
蘇
生
を
実
施
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に

よ
る
除
細
動
を
行
な
え
ば
、
助
か

る
可
能
性
が
と
て
も
高
く
な
り
ま

す
。
一
般
市
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
か
け
て
も
違
法
性
は

問
わ
れ
ま
せ
ん
。
家
族
、
友
人
隣

人
の
命
を
守
る
た
め
、
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

村
岡
高
等
学
校

℡
０
７
９
６
・
94
・
０
２
０
１

 

活
用
し
て
く
だ
さ
い
！

 

村
岡
高
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
配
備



　

11
月
18

日
、
香
住

区
中
央
公

民

館

で
、

但
馬
地
区

幼
稚
園
Ｐ

Ｔ
Ｃ
Ａ
講

演
会
と
合

わ
せ
て
香

美
町
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
「
ま
ち
づ
く
り
は

人
づ
く
り
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
き

開
催
し
た
も
の
で
、
今
回
は
ソ
ウ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ン
ク
ロ
・
デ
ュ
エ
ッ

ト
の
銅
メ
ダ
リ
ス
ト　

田
中
ウ
ル

ヴ
ェ
京
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
、
ご
自
分
の
母
親
の

何
気
な
い
言
葉
に
ず
い
ぶ
ん
支
え
ら

れ
て
き
た
こ
と
を
は
じ
め
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
の
秘
話
な
ど
を
交
え
な

が
ら
、「
生
き
る
こ
と
が
す
ば
ら
し
い
」

と
感
じ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
子
ど
も

た
ち
に
ど
の
よ
う
に
接
す
れ
ば
よ
い

か
な
ど
を
講
演
さ
れ
、
最
後
に
生
き

る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
と
は
「
自
分

の
限
界
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
、
自

分
ら
し
く
い
る
こ
と
で
す
」
と
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
子
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
香
住
区
境
・

沖
浦
）
に
夜
間
照
明
施
設
（
高
さ
約

20
ｍ
の
照
明
塔
６
基
）
が
完
成
し
、

11
月
23
日
に
竣

し
ゅ
ん

工
式
な
ら
び
に
記
念

試
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
、
広
さ

約
１
万
㎡
で
公

衆
便
所
や
ベ
ン

チ
な
ど
が
整
備

さ
れ
、
特
に
春

か
ら
秋
に
か
け

て
、
野
球
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
、
グ

行政トピックス
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年
金
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
誕
生
月
に
現
況
届

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
て
現
況
確
認
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
12
月
に
誕
生
日
を

迎
え
る
方
か
ら
は
、
原
則
と
し
て
現
況
届
の
提

出
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

●
ご
注
意

　

※
加
給
年
金
額
対
象
者
の
生
計
維
持
確
認
や
診

　
　

断
書
の
提
出
は
引
き
続
き
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　
　

 

  

℡

０
５
７
０
・
07
・
１
１
６
５

 

役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課  

 

℡

０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

 
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の

　

現
況
届
け
の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
す

　

例
外
と
し
て
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
現
況
確
認
を
行
え
な

い
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
現
況
届
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

（
主
な
例
）

・
社
会
保
険
庁
と
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

シ
ス
テ
ム
の
情
報
が
相
違
し
、
住
民
票
コ
ー
ド

　

を
確
認
で
き
な
い
方
（
社
会
保
険
庁
か
ら
そ
の

　

旨
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
）

・
外
国
籍
（
外
国
人
登
録
）
の
方

・
外
国
に
お
住
ま
い
の
方

　

介
護
保
険
に
よ
る
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
は
、
平
成
18
年
分

の
所
得
税
、
町
県
民
税

の
申
告
に
あ
た
り
、
特

別
障
害
者
控
除
ま
た
は

障
害
者
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
交
付

申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

控

除

区

分

要
介
護
認
定
結
果
区
分

障

害

者

控

除

要
介
護
１
、２
、３

特
別
障
害
者
控
除

要
介
護
４
、５

要
介
護
３
で
寝
た
き
り
度

ラ
ン
ク
Ｂ
以
上
ま
た
は
認

知
症
ラ
ン
ク
Ⅲ
以
上

【
問
い
合
わ
せ
（
申
請
）
先
】

　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課
（
介
護
保
険
係
）

　
　
　
　

 

℡

０
７
９
６
・
36
・
４
３
４
５

　

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課　
　

 

　
　

℡

０
７
９
６
・
94
・
０
３
２
１

   

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課 

　

   

℡

０
７
９
６
・
97
・
３
１
１
１

 

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
は

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
が
受
け
ら
れ
ま
す

 

今
子
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
夜
間
照
明
施
設
が
完
成

  

香
美
町
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

 

「
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
」

　　

講
師
講
師    

田
中
ウ
ル
ヴ
ェ

田
中
ウ
ル
ヴ
ェ
京京

み
や
こ

み
や
こ

さ
ん
さ
ん

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

夜
間
照
明
施
設
の
完
成
に
よ
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

取
り
組
む
機
会
も
増
え
、
仲
間
づ
く

り
、
さ
ら
に
は
若
者
定
住
の
促
進
に

も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

冬
の
積
雪
期
を
避
け
、
来
春
か
ら

本
格
的
な
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
産
業
部
観
光
課

　

℡
０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

国
民
宿
舎
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ン
今
子
浦

℡
０
７
９
６
・
36
・
３
５
５
３
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ご
存
知
で
す
か
！
退
職
金
共
済
制
度

　年５，０００円の小さな負担で、自然災害時の住宅再建に最高６００万円の支援が得られる兵庫県のフェ
ニックス共済（住宅再建共済制度）。
　このたび、クレジットカードでのお支払いや、複数年一括支払割引、インターネット申込みが始まり、ま
すます便利・お得になりました。ぜひこの機会にご加入下さい。
（複数年一括支払割引）

　

＋ 　　
　 　　

　　
　▲

申し込み方法　
　役場（各地域局）、郵便局、ＪＡなどの窓口にある申込書に必要事項をご記入の上、郵送（無料）またはインター
ネットでお申し込みください。▲

問い合わせ
（財）県住宅再建共済基金

　

℡078・362・9400 ホームページ：http://web.pref.hyogo.jp/wd34/phoenixkyosai.html

※既加入の方は契約更新時に選択できます。

フェニックス共済がますます便利・お得に！！

加入初年度
（次の３月まで）
＠ 500 ×月数
（上限 5,000 円）

対象期間 金額
3年 14,000 円（1,000 円引き）
5年 23,000 円（2,000 円引き）
10 年 45,000 円（5,000 円引き）

〔申込方法〕
役場（各地域局）、郵便局、ＪＡ等の窓口に
ある申込書を郵送（無料）またはインター
ネット申込み

 

除
雪
作
業
に
備
え
て
ご
協
力
を
！

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
積
雪
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
。

　

生
活
道
路
の
確
保
の
た
め
、
指
定
し
た
道
路
に
15
㎝
以

上
の
積
雪
が
あ
る
場
合
、
除
雪
車
な
ど
に
よ
る
除
雪
作
業

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
生
活
路
を
確
保
す
る
た
め
、
次

の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
作
業
中
の
除
雪
車
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、
近
寄
ら
な

　

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
道
路
脇
の
植
木
鉢
や
有
害
鳥
獣
対
策
の
電
気
柵
な
ど
は

　

あ
ら
か
じ
め
片
付
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
建
設
部
建
設
課　

℡

０
７
９
６
・
39
・
２
０
５
８

　

※
問
い
合
わ
せ
は
、
な
る
べ
く
各
区
長
（
自
治
会
長
）
さ

　
　

ん
を
通
じ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

建
設
現
場
で
働
く
方
の
た
め
に
、「
中

小
企
業
退
職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律

に
基
づ
い
て
国
が
つ
く
っ
た
「
建
設
業

退
職
金
共
済
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
事

業
主
の
方
は
、
現
場
で
働
く
方
々
の
共

済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
、
掛

け
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
は
り
、
そ
の

労
働
者
が
建
設

業
界
で
働
く
こ

と
を
や
め
た
と

き
に
、
建
設
業
退

職
金
共
済
か
ら

退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
建
設

業
界
全
体
の
退

職
金
制
度
で
す
。

●
建
設
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
へ

　

建
設
業
退
職
金
共
済
の
手
帳
を
持
っ

て
い
ま
す
か
。
働
き
先
の
建
設
業
者
が

変
わ
っ
て
も
、
退
職
金
は
通
算
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

●
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

申
し
込
み
の
手
続
き
は
簡
単
で
、
経

営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す
。
掛
け

金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
　
　
　
　

建
退
共
兵
庫
本
部

　
　

℡

０
７
８
・
９
９
７
・
２
３
３
３

  

役
場
産
業
部
商
工
水
産
課

　

℡

０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１
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松
葉
ガ
ニ
漁
解
禁　

 

カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン

　
　

鐘
の
音
と
と
も
に
初
競
り
始
ま
る

Town News
まちの出来事

　

10
月
26
日
、
南
あ
わ
じ
市
で
開

催
さ
れ
た
第
88
回
兵
庫
県
畜
産
共

進
会
で
は
、
小
代
区
東
垣
の
中
村

健
治
さ
ん
の
雌
牛
「
た
か
て
る
」

が
黒
毛
和
種
種
牛
の
部
で
最
高
位

の
名
誉
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
今

回
6
回
目
の
出
場
で
、
念
願
を
達

成
し
た
中
村
さ
ん
は
、「
夏
か
ら

し
っ
か
り
運
動
さ
せ
、
丹
精
こ
め

て
か
わ
い
が
っ
た
甲
斐
が
あ
り
ま

し
た
」
と
喜
び
も
ひ
と
し
お
の
様

子
で
し
た
。
香
美
町
か
ら
は
、
４

頭
が
出
場
し
、
中
村
さ
ん
の
ほ
か

に
村
岡
区
丸
味
の
長
瀬
五い
つ
か
ず一

さ
ん

の
雌
牛
「
き
く
な
が
２
」
が
最
優

秀
賞
2
席
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

 

第
88
回
兵
庫
県
畜
産
共
進
会
で
名
誉
賞
！

　

11
月
6
日
、
冬
の
味
覚
の
王
様
、
松
葉
ガ
ニ
漁
が
解
禁
に
な
り

ま
し
た
。
香
住
区
の
柴
山
港
で
は
、
但
馬
の
漁
港
で
最
も
早
い
正

午
か
ら
競
り
が
ス
タ
ー
ト
。
鐘
の
音
と
と
も
に
現
れ
た
せ
り
人
の

威
勢
の
よ
い
か
け
声
を
合
図
に
、
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
松
葉

ガ
ニ
が
次
々
と
競
り
落
と
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
水
揚

げ
量
は
、
松
葉
ガ
ニ
が
０
・
９
６
㌧
、
セ
コ
ガ
ニ
が
５
・
２
２
㌧
で
、

売
り
上
げ
総
額
は
約
１
、９
９
２
万
円
、
松
葉
ガ
ニ
の
最
高
値
は

3
万
５
千
円
で
し
た
。

　

同
時
に
開
催
さ
れ
た
〝
祝
！
か

す
み
松
葉
ガ
ニ
初
せ
り
ま
つ
り
〞

で
は
、
セ
コ
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
々
は

獲
れ
た
て
の
初
物
に
感
激
し
て
い

ま
し
た
。
来
秋
か
ら
実
施
さ
れ
る

「
香
住
！
カ
ニ
検
定
」
に
先
立
っ
て

行
わ
れ
た
「
ミ
ニ
検
定
」
で
は
、

10
人
の
参
加
者
が
カ
ニ
や
香
住
に

関
す
る
難
問
？
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

1
問
正
解
す
る
ご
と
に
1
枚
の
セ

コ
ガ
ニ
が
も
ら
え
る
と
あ
っ
て
、

参
加
者
の
顔
つ
き

も
真
剣
そ
の
も
の

で
し
た
。

　

12

月

3

日
、

み
ぞ
れ
降
る
中
、

香
住
漁
港
西
港

で
第
24
回
か
す

み
か
に
場
ま
つ

り

が

行

わ

れ
、

あ
っ
つ
あ
つ
の

か
に
す
き
ぞ
う

す
い
早
食
い
大

会
な
ど
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

 

第
2
回
香
美
町
子
牛
品
評
会
（
後
期
の
部
）

丹
精
こ
め
て
育
て
ら
れ
、
す
ご
い
ぞ
！
香
美
町
の
但
馬
牛

　

11
月
10
日
、
新
温
泉
町
の
美
方

郡
農
村
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
た
第
2
回
香
美
町
子
牛
品
評

会
後
期
の
部
で
は
、
村
岡
区
宿
の

上
田
伸
也
さ
ん
の
雌
牛
「
こ
う
ふ

く
３
の
６
」
が
見
事
、
雄
・
雌
の

部
（
31
点
出
品
）
の
1
等
賞
１
席

に
輝
き
ま
し
た
。
受
賞
に
つ
い
て
、

上
田
さ
ん
は
「
顔
か
ら
し
っ
ぽ
の
先

ま
で
好
き
な
牛
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に

い
い
牛
に
育
て
ま
す
」
と
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
去
勢
の
部
（
13
点
出
品
）

の
金
賞
1
席
に
は
、
小
代
区
秋
岡

の
朝
倉
里
恵
さ
ん
の
「
福
光
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
。　



13

　

11
月
3
日
、

矢
田
川
沿
い
の

山
々
も
紅
葉
し

始
め
た
秋
晴
れ

の
下
、
村
岡
区

長
瀬
の
道
の
駅

あ
ゆ
の
里
矢
田

川
で
第
4
回
秋

の
矢
田
川
紅
葉

祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
毛
ガ
ニ
レ
ー
ス
大
会
な

ど
の
催
し
物
を
は
じ
め
、
山
の
幸･

川

の
幸
な
ど
の
即
売
会
、
模
擬
店
で
の
毛

ガ
ニ
の
ス
ー
プ
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
村
岡
町
商
工
会
射
添
支
部

の
野
村
六く

に

し

合
司
副
支
部
長
は
、「
矢
田

川
に
多
く
生
息
す
る
毛
ガ
ニ
（
モ
ク
ズ

ガ
ニ
）
は
、
今
が
一
番
お
い
し
い
時
期

で
料
亭
な
ど
で
も
大
変
珍
重
さ
れ
て
い

ま
す
。
海

は
松
葉
ガ

ニ
、
川
は

毛
ガ
ニ
で

地
域
の
特

産
と
し
て

広
め
て
い

き
た
い
」

と
語
り
ま

し
た
。

 

第
4
回
秋
の
矢
田
川
紅
葉
祭
り　

 

 

海
は
松
葉
ガ
ニ
、
川
は
毛
ガ
ニ

　

（
村
岡
区
長
瀬
）

　

（
村
岡
区
長
瀬
）

 

11
月
11
日
、
12
日
の
2
日
間
、

豊
岡
市
の
県
立
但
馬
ド
ー
ム

で
、
但
馬
の
特
産
品
や
伝
統

工
芸
品
な
ど
を
一
堂
に
集
め

た
但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

香
美
町
か
ら
も
、
6
団
体

が
出
店
し
、
獲
れ
た
て
野
菜
、

ア
マ
ゴ
の
炭
火
焼
き
、
解
禁

し
た
ば
か
り
の
松
葉
ガ
ニ
を

は
じ
め
、
山
・
川
・
海
の
特

産
品
が
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
、

来
場
者
の
買
い
物
心
を
そ
そ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
観
光
情
報
を

提
供
す
る
ブ
ー
ス
で
は
、
こ

の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

を
発
信
し
、
ス
キ
ー
場
情
報

や
宿
泊
情
報
な
ど
来
場
者
の

関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

 

但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市

 

山･

川
・
海
の

　

う
ま
い
も
ん
を
ど
ー
ん
と
発
信

　

11
月
12
日
、
み
ぞ

れ
が
降
る
中
、
小
代

区
秋
岡
で
ふ
る
さ
と

香
住
塾
主
催
の
「
木

を
植
え
て
魚
を
殖
や

す
」
植
樹
事
業
が
行

わ
れ
、
参
加
し
た
81

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
り
、
ミ
ズ
ナ
ラ

な
ど
広
葉
樹
の
苗
木

約
4
０
０
本
が
植
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

植
栽
終
了
後
は
、

秋
岡
地
区
公
民
館
で

昼
食
交
流
会
が
開
か
れ
、
地
元
婦

人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ナ
メ
コ
の

味
噌
汁
や
お
に
ぎ
り
、
ま
た
、
海

産
物
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
が
振

る
舞
わ
れ
、
参
加
者
の
身
も
心
も

温
ま
り
ま
し
た
。

　

地
元
区
長
の
本
城
繁
信
さ
ん

は
、「
秋
岡
区
は
矢
田
川
の
最
上

流
に
あ
り
、〝
き
れ
い
な
水
を
そ

の
ま
ま
海
ま
で
〞
と
い
う
願
い
が

あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
植
栽
に
協

力
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
交
流

を
深
め
、
後
世
に
す
ば
ら
し
い
自

然
を
残
し
た
い
」
と
こ
の
植
栽
の

大
切
さ
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

1010
年
目
！
「
木
を
植
え
て
魚
を
殖
や
す
」
植
樹
事
業

年
目
！
「
木
を
植
え
て
魚
を
殖
や
す
」
植
樹
事
業          

          

    
後
世
に
す
ば
ら
し
い
自
然
を
残
す
た
め
に

後
世
に
す
ば
ら
し
い
自
然
を
残
す
た
め
に

　　
　
　
　
　
　
　

（
小
代
区
秋
岡
）

　
　
　
　
　
　

（
小
代
区
秋
岡
）

もう疲れた。堪忍、

もう疲れた。堪忍、カカ
んんニニん。ん。



慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

14

▽パートほか（正社員以外）

事業所名 職種 年齢 人
数

矢田川開発㈱ 清掃業務他 不問 1

㈱香住観光公社 接客係 不問 3

清水工業 ( 有 ) 清掃 不問 1

森工匠 事務 不問 1

キコーナ
ホール業務 20～ 36 2

G ホーム看護師 不問 1

社会福祉法人　　
香美町社会福祉協議会

訪問介護員及びディ
ｰビサス介護員（パート） 不問 2

訪問介護員及びディ
ｰビサス介護員（正社員外） 不問 2

たじま農業協同組合 訪問介護員（村
岡介護センター） 60以下 3

ライムライト 接客係 20～ 35 2

㈱トヨダ 食品製造（イート
バリュー香住店）18～ 55 2

( 有 ) 三吉
（かに楽座 甲羅戯）

旅館清掃 18～ 55 2

旅館接客 20～ 55 4

旅館雑用 18～ 55 4

( 有 ) 西増商店 水産加工員 不問 2

( 有 ) 磯金商店 カニの身抜き 不問 2

㈱日本海フーズ
港の浜揚げ作
業、出荷業務従

事者
18～ 35 1

㈱カネリョウ商店 水産加工員 不問 1

㈱日本健康の郷

清掃、床敷、洗い
場、駐車場係ほか 不問 4

レンタルスキー、カ
フェショップ店員 不問 3

一般事務 不問 1

㈱グルメ杵屋
ロッジかどま

接客応対 不問 6

フロント業務 不問 2

入江精密工業 ( 有 ) アルミ部品の検査及び軽作業 40以下 1

こんにちは、赤ちゃんお誕生

▽正社員

事業所名 職種 年齢 人
数

やまだ歯科医院

医院受付兼医療秘書 35以下 1

歯科技工士 35以下 1

歯科衛生士 35以下 3

歯科助手 35以下 1

( 有 ) K-SIN 
TRANSPORT 運転手（長距離）40以下 3

( 有 ) セイシン創建 営業（土木、地
盤改良工事） 50以下 1

( 有 ) 北近畿環境開発 事務職 不問 1

㈱ステップ 事務 20～ 30 1

( 有 ) 小谷工務店 土木施工管理技師
（1級）（２級可） 45以下 1

( 有 ) 西本設備 配管工 不問 1

山本鉄工 鉄工、溶接 45～ 60 1

川戸自動車工業㈱ 自動車整備士 35以下 1

日本交通㈱ タクシー乗務員 不問 2

㈱香住自動車教習所 教習指導員 35以下 1

BAR 凸凹 店長候補 35以下 1

但馬ディーゼル(有) 一般事務 不問 1

( 有 ) アイ・ティー 店長、副店長 不問 2

カネサ水産㈱ 水産加工員 40以下 1

ビック㈱村岡工場 裁断・縫製
・検査 ･仕上げ 不問 3

村瀬医院 薬剤師 50以下 1

エイワ電器㈱ オペレーター補助 45以下 2

ヨシオカテクノ(有)
機械オペレーター 不問 2

組立及び検査 不問 1

㈱西村工務店 建築施工管理技師 25～ 40 1

㈱田野工務店 建築大工 不問 1

田野電機商会 電気工事士
（見習可能） 30以下 2

( 有 ) 田野興業 運転手 30～ 40 1

㈱大城土建 現場監督 不問 1

求人情報
ハローワーク香住（職業安定所）

℡0796・36・0137 （平成18年 11月 20日現在、順不同）

※このコーナーは、先月（10/31 ～ 11/30）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※このコーナーは、先月（10/31 ～ 11/30）の届出分の内、承諾を得
た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

◆平成19年成人式◆
　町では、新成人となる皆さんを祝福
するため、成人式を開催します。
　対象となる方は、ご出席いただきま
すようお知らせします。なお、当日、
式典会場には家族席をご用意していま
すので、ご家族の皆さんもお気軽にお
越しください。▲

と　き
平成 19 年 1月 7日（日）13：30 ～▲

ところ
香住区中央公民館▲

対　象
　昭和 61 年 4月 2日～昭和 62 年 4
月 1日に生まれた人で次の条件に該当
する人
・現在香美町に住所を有している人
・香美町内の小・中学校に在学したこ
　とがある人
※対象者には、11 月下旬に案内状を
　お送りしています。案内状が届か　
　ないときは、12 月 15 日までにご　
　連絡ください。▲

送　迎
　村岡区、小代区の人には、当日送迎
バスを運行します。▲

問い合わせ先　
香住区中央公民館℡0796・36・3764
村岡区中央公民館℡0796・98・1366
小代区地域連携センター
   　　　　　　　 ℡0796・97・3966
香美町教育委員会 ℡0796・94・0101

◆町内公的医療機関年末年始診療体制◆

医療機関名
平成 18 年 12 月 平成 19 年 1 月

28 日（木）29 日（金）～ 3日（水）4日（木）

公立香住総合病院（℡36・1166） 平常診療 ※休診 平常診療

公 立 村 岡 病 院（℡94・0111） 平常診療 ※休診 平常診療

佐 津 診 療 所（℡38・0459） 休診 休診 休診

兎 塚 診 療 所（℡96・0012） 平常診療 休診 平常診療

川 会 診 療 所（℡95・0024） 休診 休診 休診

原 診 療 所（℡95・0802） 休診 休診 休診

兎塚歯科診療所（℡96・0846） 休診 ※平常診療 休診 休診

川会歯科診療所（℡95・0223） 平常診療 休診 休診

小 代 診 療 所（℡97・2023） 休診 休診 平常診療

◆ 110番 地域を守るホットライン◆
～ 1月 10 日は「110 番の日」～

　県内でダイヤルした 110
番通報は、すべて兵庫県警
察本部（神戸市中央区）の
通信指令室につながります。
　県内には、同じような地
名があるので、110 番をか
ける際は、「美方郡香美町○
○区○○」など地名を正確
にお知らせください。

※
公
立
香
住
総
合
病
院
と
公
立
村
岡
病
院
で
は
、
休

　

診
期
間
中
の
救
急
患
者
に
つ
い
て
は
対
応
し
ま
す
。

　

（
た
だ
し
、
公
立
香
住
総
合
病
院
は
、
午
後
9
時
ま
で
）

※
兎
塚
歯
科
診
療
所
は
、
年
末
年
始
、
29
日
の
み

　

診
療
し
ま
す
。

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。



募　　集

◆第22回美方郡新春囲碁将棋大会出場者◆▲

とき
平成 19 年 1月 14 日（日）
受付 8:15 ～、開会 8:45 ～▲

ところ
高齢者生活支援センター「いこいの
里」（小代区）▲

参加対象
美方郡内の小学生以上▲

参加費
一般 1,200 円、小中学生 600 円
（弁当代等）▲

申込方法
　参加料を添えて平成 18 年 12 月 25
日（月）までに各区中央公民館にお申
し込みください。参加費は原則として
返金しません。▲

問い合わせ先
香住区中央公民館

℡0796・36・3764
村岡区中央公民館

℡0796・98・1366
小代区中央公民館（地域連携センター）

℡0796・97・3966

◆第2回香美町民スキー大会出場者◆▲

とき
平成 19 年 1月 27 日（土）▲
ところ
おじろスキー場▲
種　目
アルペン（ジャイアントスラロー
ム）、クロスカントリー（クラシカル）
小学生から大人まで年代・性別で組
別に行います。▲

参加資格
町内在住者▲

参加料
各組とも 1,000 円

開　　催

そ の 他

15

◆主な施設の連絡先◆

香美町水道課　　　　　　　36・0420
公立香住総合病院　　　　   36・1166
公立村岡病院　　　　　　   94・0111
香住地域福祉センター　　　36・4345
香住老人福祉センター　　　36・5008
村岡老人福祉センター　　　98・1000
小代高齢者生活支援センター97・2202
　　　（全ての施設の市外局番：0796）

香美町役場本庁舎　　　   　　36・1111
　〃　　　南庁舎（建設課）　 39・2058
　〃　　　　〃   （下水道課）39・2053
　〃　　　村岡地域局　　　   94・0321
　〃　　　小代地域局　　　   97・3111
香美町教育委員会　　　　　   94・0101
　　　〃　　　　香住分室　   36・3764
　　　〃　　　　小代分室　   97・3966    

◆ロケットくれよんクリスマスコンサート◆▲

とき
12月 17日（日）
開場13:00、
開演 13:30 ～
（1時間程度）▲
ところ　

村岡老人福祉センター▲

その他
保育士経験のある 2人組「ロケット
くれよん」がオリジナルの歌や遊び
で、みんなを楽しませてくれます。
入場は無料。駐車は、村岡地域局駐
車場をご利用ください。▲

問い合わせ先
高井子育て・子育ち支援センター

℡0796・94・0402

◆元気体操教室◆
　みんなで走ったり、マッ
ト運動をしたり、元気いっ
ぱい体操して暖かくなり
ましょう。▲

とき
平成 19 年 1月 19 日（金）15:00 ～
平成 19 年 2月 16 日（金）15:00 ～
平成 19 年 3月 16 日（金）15:00 ～
（いずれも 2時間程度）▲

ところ
香住 B&G海洋センター　体育館

◆木の殿堂　干支「イノシシ」組み木プレゼント◆
　木の殿堂では、平成 19 年 1 月 5
日（金）から先着 50 名の来館者に
木の殿堂職員・木の伝道組み木指導
員が製作した干支「イノシシ」の組
み木をプレゼントします。▲

とき　
平成 19 年 1月 5日（金）から　▲

ところ
木の殿堂受付▲

その他
　毎日曜日、祝日の午後に実施する
「組み木教室」でイノシシの組み木
を製作できます。▲

問い合わせ先
木の殿堂　　　℡0796・96・1388

◆小学生通学路の安全確保のお願い◆
　香住区香住の町道七日市香住若松線
（通称「中道」）の金刀比羅神社付近か
ら香住小学校北側までは、児童の登校
時間帯（午前 7 時半から 8 時半）は、
許可証のない乗用車は通行できません。
児童の安全な通学の確保のため、皆さ
んのご理解とご協力をお願いします。▲

問い合わせ先
香住小学校　　℡0796・36・0002

けいじばん

▲

対象
町内の幼稚園・保育所に通う 5歳児▲

申込期限
平成 18 年 12 月 22 日（金）▲

その他
別途スポーツ保険代（500 円）が必要▲

問い合わせ（申し込み）先
香住 B&G海洋センター

℡0796･36･2467

◆お詫びと訂正◆
　広報「ふるさと香美」第 20 号 ( 平成 18
年 11 月号 ) の記事に、以下のとおり誤りが
ありました。関係者のみなさまには大変ご
迷惑をおかけいたしましたことをお詫びし
て、訂正いたします。
・表紙の写真説明文中、「鶴原吉康君」とあ
りますが、正しくは「鶴原吉孝君」でした。

◇訃　報◇

　香美町議会議員　前
まえがきけんいち

垣憲一氏
（小代区茅野、64 歳）が、平成
18 年 11 月 12 日、病気のため逝
去されました。
　前垣氏は、旧美方町議会議員を
平成 15 年 4 月から 1期 2 年務め
られ、平成 17 年 5 月 15 日から
香美町議会議員に就任。文教民生
常任委員会副委員長として活躍さ
れていました。
  謹んでお悔やみ申し上げます。

▲

申込方法
　参加料を添えて平成 19 年 1 月 17 日
（水）までに教育委員会社会教育課にお
申し込みください。小・中学生は各学
年担任の先生に申し込んでください。▲

問い合わせ先
教育委員会社会教育課

℡0796・94・0101
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まちのうごき
（平成 18年 11 月 1日現在）

合　計　22,308 人（－ 17）

　男　　10,629 人（－ 11）

　女　　11,679 人（－  6）

世帯数  6,987 世帯（＋ 36）
カッコ内は前月比

この広報誌は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙 100％を使用しています。

16

　11月の松葉ガニ漁の解禁に続き、今月は町内にある4つ
のスキー場が次々とオープンし、まさに山と海の資源を生か
した冬の観光シーズン本番を迎えます。
　スキーやスノーボードはもちろん、雪山ハイキングなどで
樹氷や霧氷などの美しい自然現象を観賞するのも冬ならでは

の醍
だ い ご み

醐味です。香美町の冬の魅力を存分に楽しんでください。

冬を楽しもう！スキー場オープン

小代区
●おじろスキー場（大谷・城山地区）12/23( 土 ) オープン予定
●ミカタスノーパーク（新屋地区）12/23( 土 ) オープン予定
　小代区には、矢田川を挟むようにおじろスキー場とミカタスノーパークの２つ
のスキー場があります。
　おじろスキー場は、温泉保養館「おじろん」横のゴンドラステーションから 8
人乗りのゴンドラで雪景色を楽しみながらゲレンデに向かいます。
　ミカタスノーパークは、町内で唯一ナイター設備を備えており、日中はもちろん、
ナイターならではの幻想的な雰囲気の中で、滑ることができます。
★第 2回香美町民スキー大会（おじろスキー場、1/27(土 )）
★美方高原雪まつり（ミカタスノーパーク、2/18(日 )）
★冬まつり（おじろスキー場、未定）
★グランドトリック大会、お山の大将選手権大会（ミカタスノーパーク、未定）

★★キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

　町教育委員会は、ウインタースポー

ツの振興を図り、1/27( 土 ) に第 2 回

香美町民スキー大会を開催します。

皆さんの参加をお待ちしています。

（詳細については、15 ページの『け

いじばん』をご覧ください）

村岡区
●ハチ北高原スキー場（大笹地区）
   12/16( 土 ) オープン
●スカイバレイスキー場（中大谷
　地区）12/23( 土 ) オープン予定
　村岡区には、鉢伏山（1,221 ｍ）を
源流とする大谷川流域にハチ北高原ス
キー場とスカイバレイスキー場の２つ
のスキー場があります。
　造雪機をもつハチ北高原スキー場
は、天候に左右されずにオープンしま
す。また、鉢伏山頂を経由しハチ高原
との往来ができ、関西随一の広さを満
喫できます。山頂からは、360°の銀世
界が見渡せ、好天時には氷ノ山はもち
ろん、鳥取県の大山も見通せます。
　スカイバレイスキー場は、尾根でつ
ながるハイパーボウル東鉢と自由に往
来できます。特長あるコース設定で家
族連れから上級者まで楽しめるほか、
スノーボーダーの要望に答え、ハーフ
パイプ、レール、ウエーブなどの 7種
のアイテムが用意されています。
★クリスマスイベント「サンタがやっ
　てくる」（12/24(日 )、ハチ北）
★ハチ北スキーフェスティバル、第 2回雪
　玉積選手権（3/3(土 )、4(日 )、　ハチ北）
★西日本初！第 27 回全日本スキー選手権　
　モーグル種目（3/12(月)～14(水)、ハチ北）

小代区中央公民館主催のスノーボード教室　小代区おじろスキー場


